
 

 

 

学力向上について 

（１）県学力調査結果 

小学校 

〇4年生以上は、すべて国平均正答率を上回る。 

   〇同集団の経年変化ですべての正答率が昨年より向上。 

   ▲学校・学級格差の拡大 

   中学校 

   〇1年国語、1年英語で県平均を上回る。 

   〇県平均との差の縮小 

   〇無答の減少 

   ▲同集団の経変変化で中 2数学以外の正答率が昨年より下降 

（２）分析 

   小学校 

   〇あらおベーシックを市全体で実施 

   〇休業中や閉鎖時の学びの保障（オンライン） 

   中学校 

   〇教科部会を中心とした分析と授業改善（県の施策も） 

   ▲単発的な一単位時間の授業改善への注力 

   ▲教師の授業力及び指導力の格差 

（３）対策 

荒尾市全小中学校において「進化型あらおベーシック」に取り組む。「誰一人取り残 

さない」ため荒尾ベーシックが具現化している「全員参加型授業」の手法を学校化する。 

その見取りのため荒尾市授業改善アドバイザーの指導助言を市内全小中学校で共有 

すること、また小学校から中学校への取組の連結をスムーズに行うため小中連携、更 

には年度末の「進化型あらおベーシック研修会」の実施と年度初めの新転入者あらお 

ベーシック研修会を開催して教職員間でのあらおベーシックについての認識の確立を 

図る。 

また、あらおベーシックを主流に授業改善を行ってきたが、学校間や校種間での取 

組や認識の差がある。特に中学校においてそれが散見される傾向がある。数値的にも

各種学力調査、県学調において中学校に顕著な課題が見られる。 

今年度から導入された学力向上重点支援地域指定事業を軸に県教育委員会、玉名 

教育事務所並びに県立教育センターの指導を仰ぎながら引き続き教員一人一人の授 

業力向上に取り組む。市教委としては授業改善アドバイザーと学力向上アドバイザー 

の指導を効果的に融合させ、より成果を増幅させるため調整を行う。併せて「進化型 

あらおベーシック」の取組の柱のひとつであるタブレットなどの ICTを活用した授業 

技術のスキルアップも今後更に進行していく。 
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（４）ICT導入後の変化 

①学び合う先生方：オンライン学習とコロナ禍への対応先進校からの情報提供例 

②各学校での活用と ICT支援員のサポート例 

 
 

③家庭学習への利活用 

 

④情報モラルの育成 家庭（PTA）との取り組みと専門とする講師招へい 


